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Ⅰ 調査研究の概要 

⑴ 背景 

国は、平成３１年４月に出入国管理及び難民認定法を改正し、介護など人手不

足が深刻な１４業種に一定の技能と日本語能力のある外国人に日本での就労を認

めており、令和５年度までの５年間で最大３４万５千人の外国人労働者の受入れ

を見込んでいる。 

⑵ 調査研究専門部会立ち上げの経緯 

国の外国人支援体制が整備されることに伴い、地方公共団体は、外国籍住民が

地域社会の一員として生活し、活躍できる環境の整備に取り組む必要がある。 

埼玉県東南部圏域においても外国籍住民の増加が見込まれることから、５市１

町で連携し、広域的に外国籍住民を支援するため、埼玉県東南部都市連絡調整会

議では、令和３年度から専門部会を立ち上げ、多文化共生に関する取組及び課題

等について情報共有、整理分析を行うこととした。 

 ⑶ 令和３年度の調査研究結果 

各市町における現状と課題を分析した結果、「人材の確保・活用・育成」、「外国

籍住民のニーズの把握」という５市１町共通の課題があることがわかった。

多文化共生の共通課題について、総合的活動拠点の共同設置をはじめとした、

解決するための方法を引き続き検討するべきである。 

⑷ 令和４年度の調査研究内容 

今年度は、令和３年度の調査研究結果を受けて、５市１町に共通する課題の解

決策について調査研究を行った。 

  ＜専門部会開催内容＞ 

回 開催日 内容 

第１回 令和４年８月１９日（金）
・調査研究の検討事項（テーマ） 

・令和４年度多文化共生専門部会スケジュール

第２回 令和４年１０月６日（木）
・５市１町の共通課題の解決策に関する検討

・その他情報交換 

第３回 令和４年１１月１８日（金）
・５市１町の共通課題の解決策に関する協議

・その他情報交換 

第４回 令和４年１２月２１日（水） ・令和４年度調査研究報告書に関する協議
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Ⅱ 多文化共生に関する現状 

１ ５市１町の現状 

  ⑴ 総人口及び外国籍住民数（令和４年１１月１日現在） 

⑵ 外国籍住民数（令和４年１１月１日現在） 

① 国籍・地域別の状況

② 市町別の状況

順位 国籍・地域名 外国籍住民数（人） 構成比（％）

1 中国 8,422 30.07

2 ベトナム 5,149 18.38

3 フィリピン 3,930 14.03

4 韓国 2,717 9.70

5 バングラデシュ 679 2.42

6 ネパール 676 2.41

7 インドネシア 662 2.36

8 パキスタン 634 2.26

9 タイ 498 1.78

10 モンゴル 477 1.70

その他 4,168 14.88

外国籍住民総数 28,012 100.00

順位 市町名 外国籍住民数（人） 構成比（％）

1 草加市 8,793 31.39

2 越谷市 7,467 26.66

3 三郷市 5,509 19.67

4 八潮市 3,936 14.05

5 吉川市 1,854 6.62

6 松伏町 453 1.62

外国籍住民総数 28,012 100.00

順位 市町名 住民数（人） 外国籍住民数（人） 外国籍住民の割合（％）

1 越谷市 344,223 7,467 2.17

2 草加市 251,032 8,793 3.50

3 三郷市 142,552 5,509 3.86

4 八潮市 92,319 3,936 4.26

5 吉川市 73,045 1,854 2.54

6 松伏町 28,433 453 1.59

５市１町合計 931,604 28,012 3.01
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 ２ 各市町の現状

草加市

⑴ 外国籍住民数（令和４年１１月１日現在） 

 ① 国籍・地域別の状況

② 在留資格別の状況

③ 年齢別の状況

外国籍住民数（人）構成比（％）
総数 8,793 100.00

身分又は地位に基づく在留資格等 5,005 56.92
永住者 3,176 36.12
日本人の配偶者等 488 5.55
永住者の配偶者等 261 2.97
定住者 615 6.99
特別永住者 465 5.29

活動に基づく在留資格 3,788 43.08
技能実習 708 8.05
家族滞在 892 10.14
留学 342 3.89
技術・人文知識・国際業務 977 11.11
特定活動 304 3.46
技能 112 1.27
特定技能1号 166 1.89
特定技能2号 0 0.00
その他 287 3.26

※「技能実習」は「技能実習１号イ」「技能実習１号ロ」「技能実習２号イ」「技能実習２号ロ」「技能実習３号イ」「技能実習３号ロ」の合算数

※「技術・人文知識・国際業務」は「技術」「人文知識・国際業務」「技術・人文知識・国際業務」の合算数

市（町）全体 外国籍住民
住民数（人） 構成比（％） 住民数（人） 構成比（％）

年少人口（14歳以下） 28,323 11.28 1,068 12.15
生産年齢人口（15～64歳） 161,017 64.14 7,336 83.43

15～39歳 69,256 27.59 4,389 49.91
40～64歳 91,761 36.55 2,947 33.52

高齢者人口（65歳以上） 61,692 24.58 389 4.42
65～74歳 27,581 10.99 292 3.32
75歳以上 34,111 13.59 97 1.10

251,032 100.00 8,793 100.00総数

順位 国籍・地域名 外国籍住民数（人） 構成比（％）

1 中国 2,835 32.24

2 フィリピン 1,294 14.72

3 ベトナム 1,103 12.54

4 韓国 1,064 12.10

5 モンゴル 268 3.05

6 ネパール 240 2.73

7 インドネシア 211 2.40

8 ブラジル 205 2.33

9 タイ 176 2.00

10 ガーナ 118 1.34

その他 1,279 14.55

外国籍住民総数 8,793 100.00
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Guidebook Soka explains about life in Japan and 
about how society works in 8 languages.  Choosing 
the information you need is easy with each topic 
introduced in a separate pamphlet. Guidebook Soka 
is available at the Registers Section and the 
Intercultural Information Corner in the City Hall and 
also at Service Centers. 
Make use of this to fully enjoy your life in Soka. 
ガイドブック草加
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さい。

Intercultural Information Corner 
Information and advice about life in Soka for foreign 
residents is available from the volunteer staff at the 
Intercultural Information Corner. 
国際
こくさい

相談
そうだん

コーナー ボランティアスタッフが情 報
じょうほう

を

提
てい

供
きょう

したり、相談
そうだん

にのります。

Mon. Wed. Fri.  9:00am~5:00pm 
City Hall, 2nd floor by the elevator 
Tel. 048-922-2970 (direct) 
Fax. 048-927-4955   
E-mail  soka-kokusai@juno.ocn.ne.jp 
月・水・金 午前 9時～午後 5時
市役所西棟 2 階エレベーター前
（国際相談コーナーは草加市の事業補助により、市民の立場で

「NPO Living in Japan」が運営しています。）

作成：草加市   協力：草加市国際相談コーナー

Produced by Soka City with cooperation from the Intercultural 
Information Corner 
（平成３０年度改訂）

項目
こうも く

一覧
いちらん

   Guidebook Soka Topics 
ガイドブック草加                        B -1-1 Housing 
英語版

Guidebook 
SOKA 

B-1-1 

Housing 
住宅

＊このシリーズはやさしい日本語
に ほ ん ご

で書
か

かれています。

＊草
そう

加
か

市
し

にお住
すま

いの方
かた

の 情
じょう

報
ほう

です。

A-1   Visa Information 入国時の手続き 

A-2   Foreign Resident Registration 住民登録 

A-3 Family Register 戸籍制度 

A-4 Seal (hanko)Registration 印鑑登録について 

B-1-1 Housing 住宅 

B-1-2  Moving & Resident Groups 引越しと町会 

B-1-3  Gas, water, phone etc. 生活インフラ 

B-1-4  Rubbish Disposal ごみの出し方 

B-2-1  Health Insurance 健康保険について 

B-2-2  Nursing Care Ins. 介護保険制度について 

B-3    Getting Married 結婚するには 

B-4-1   Pregnancy & Childbirth 妊娠から出産 

B-4-2   Child Health 子どもの健康 

B-4-3   Parenting 子育て 

B-5-1   Education 教育 

B-5-2   Learning Japanese 日本語学習 

B-6     Tax 日本の税金 

B-7     Working in Japan 日本で働く 

B-8     Pension Programs 国民年金と厚生年金 

B-9-1   Drivers License 運転免許 

B-9-2   Cars & Motorbikes 自動車・バイクを所有する 

B-9-3   Bicycles 自転車にのる 

B-10    Fun and Learning 楽しむ・学ぶ 

B-11-1   Emergencies 緊急のときの対応 

B-11-2   Disasters 自然災害に備えて 

C-1     Local Facilities 草加市内の文化・運動施設 

C-2     Where to ask for help 困ったときの相談窓口 

⑵ 取組 

① 多文化共生社会に向けた調整会議の開催

平成３１年４月１日「出入国管理及び難民認定法」が改正され、新たな在留

資格ができたことにより、外国籍住民の増加が見込まれるため、庁内関係課

（※）同士で、各課の課題を抽出・確認し、課題解決に向けた意見交換を行っ

ている。

その結果、各課で抱えている課題を共有することができ、課題解決に向け

た共通認識を持つことができた。また、市との業務協定に基づき草加市国際

相談コーナーを運営するＮＰＯ法人「Living in Japan」からの講話や助言を

聞くことにより、具体的な対応方法等を学ぶことができた。

※調整会議の対象課

危機管理課、市民税課、納税課、みんなでまちづくり課、文化観光課、障

がい福祉課、健康づくり課、保険年金課、子育て支援課、保育課、廃棄物

資源課、市民課、水道営業課、医事課、指導課、人権共生課

② ガイドブック草加の発行

ごみの出し方、妊娠から出産、子育て、運転免許証の取得など、日常生活に

係る情報を記載したガイドブックを多言語で発行している。発行言語は、英

語、中国語、韓国語、スペイン語、タイ語、タガログ語、ベトナム語の７か国

語である。市役所（市民課、国際相談コーナー、保険年金課）、中央図書館、

各サービスセンターに設置しているほか、各公共施設窓口で取り寄せること

が可能となっている。

ガイドブック草加（英語版）
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越谷市

⑴ 外国籍住民数（令和４年１１月１日現在） 

① 国籍・地域別の状況

② 在留資格別の状況

③ 年齢別の状況

外国籍住民数（人）構成比（％）
総数 7,467 100.00

身分又は地位に基づく在留資格等 3,792 50.78
永住者 2,708 36.27
日本人の配偶者等 436 5.84
永住者の配偶者等 162 2.17
定住者 428 5.73
特別永住者 58 0.78

活動に基づく在留資格 3,675 49.22
技能実習 632 8.46
家族滞在 781 10.46
留学 347 4.65
技術・人文知識・国際業務 769 10.30
特定活動 284 3.80
技能 93 1.25
特定技能1号 187 2.50
特定技能2号 0 0.00
その他 582 7.79

※「技能実習」は「技能実習１号イ」「技能実習１号ロ」「技能実習２号イ」「技能実習２号ロ」「技能実習３号イ」「技能実習３号ロ」の合算数

※「技術・人文知識・国際業務」は「技術」「人文知識・国際業務」「技術・人文知識・国際業務」の合算数

市（町）全体 外国籍住民
住民数（人） 構成比（％） 住民数（人） 構成比（％）

年少人口（14歳以下） 42,551 12.36 867 11.61
生産年齢人口（15～64歳） 213,892 62.14 6,228 83.41

15～39歳 91,908 26.70 3,700 49.55
40～64歳 121,984 35.44 2,528 33.86

高齢者人口（65歳以上） 87,780 25.50 372 4.98
65～74歳 39,921 11.60 257 3.44
75歳以上 47,859 13.90 115 1.54

344,223 100.00 7,467 100.00総数

順位 国籍・地域名 外国籍住民数（人） 構成比（％）

1 中国 2,507 33.57

2 ベトナム 1,028 13.77

3 フィリピン 996 13.34

4 韓国 714 9.56

5 バングラデシュ 286 3.83

6 パキスタン 205 2.75

7 ネパール 193 2.58

8 台湾 153 2.05

9 インドネシア 148 1.98

10 ミャンマー 139 1.86

その他 1,098 14.70

外国籍住民総数 7,467 100.00
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⑵ 取組 

① 職員向けやさしい日本語研修の実施

窓口で住民対応を行う職員を対象に、「やさしい日本語（相手に配慮したわ

かりやすい日本語）」の活用による、住民対応のスキル向上を目的とし、令和

２年度から研修を実施している。

日本語を母語としない方への分かりやすい話し方や、行政用語の伝わりや

すい表現方法などを学ぶ。

② コシガヤメッセンジャーの発行

外国人市民向けの定期的な刊行物として、毎月１回発行している。内容は、

外国人市民に役立つ記事を広報紙から抜粋し多言語化したもので、英語、中

国語、ベトナム語、フィリピン語、やさしい日本語で発行している。

市役所庁舎内、市内の各駅、市内公共施設のほか、外国人市民が多く集まる

イスラム教のモスク、キリスト教の教会などに配布している。

コシガヤメッセンジャー
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八潮市

⑴ 外国籍住民数（令和４年１１月１日現在） 

① 国籍・地域別の状況

② 在留資格別の状況

   ③ 年齢別の状況

外国籍住民数（人）構成比（％）
総数 3,936 100.00

身分又は地位に基づく在留資格等 2,071 52.62
永住者 1,386 35.21
日本人の配偶者等 175 4.45
永住者の配偶者等 150 3.81
定住者 338 8.59
特別永住者 22 0.56

活動に基づく在留資格 1,865 47.38
技能実習 544 13.82
家族滞在 291 7.39
留学 42 1.07
技術・人文知識・国際業務 351 8.92
特定活動 180 4.57
技能 69 1.75
特定技能1号 109 2.77
特定技能2号 0 0.00
その他 279 7.09

※「技能実習」は「技能実習１号イ」「技能実習１号ロ」「技能実習２号イ」「技能実習２号ロ」「技能実習３号イ」「技能実習３号ロ」の合算数

※「技術・人文知識・国際業務」は「技術」「人文知識・国際業務」「技術・人文知識・国際業務」の合算数

市（町）全体 外国籍住民
住民数（人） 構成比（％） 住民数（人） 構成比（％）

年少人口（14歳以下） 11,145 12.07 454 11.53
生産年齢人口（15～64歳） 60,209 65.22 3,336 84.76

15～39歳 27,803 30.12 2,074 52.69
40～64歳 32,406 35.10 1,262 32.06

高齢者人口（65歳以上） 20,965 22.71 146 3.71
65～74歳 9,454 10.24 105 2.67
75歳以上 11,511 12.47 41 1.04

92,319 100.00 3,936 100.00総数

順位 国籍・地域名 外国籍住民数（人） 構成比（％）

1 ベトナム 975 24.77

2 中国 869 22.08

3 フィリピン 726 18.45

4 韓国 353 8.97

5 パキスタン 166 4.22

6 インド 156 3.96

7 インドネシア 120 3.05

8 ブラジル 58 1.47

9 ネパール 53 1.35

10 タイ 51 1.30

その他 409 10.39

外国籍住民総数 3,936 100.00
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⑵ 取組 

① 日本語ボランティア養成講座の開催

多文化交流やボランティア活動に興味を持っている市内在住・在勤・在学

の方を対象に、日本語学習者を支援するための知識の習得を目的に、講座を

開催している。

開催にあたっては、国際交流フェアなどのイベント実行委員の方や、多言

語サポーターの方などに対し、広く周知を行っており、新たな日本語ボラン

ティアの発掘や受講者の多文化共生意識の啓発につながると考えている。

② 八潮市外国人市民のためのくらしのガイドブックの発行

市役所や救急・消防、警察への電話のかけ方や、災害への備え、くらしの手

続きなど、外国人市民が生活していくうえで必要となる行政・生活情報を、英

語、中国語、ベトナム語、やさしい日本語で記載したガイドブックを令和５年

３月に発行する。

八潮市外国人市民のためのくらしのガイドブック

（英語版） （中国語版） （ベトナム語版）
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三郷市

 ⑴ 外国籍住民数（令和４年１１月１日現在） 

① 国籍・地域別の状況

   ② 在留資格別の状況

   ③ 年齢別の状況

外国籍住民数（人）構成比（％）
総数 5,509 100.00

身分又は地位に基づく在留資格等 2,690 48.83
永住者 1,762 31.98
日本人の配偶者等 271 4.92
永住者の配偶者等 168 3.05
定住者 340 6.17
特別永住者 149 2.70

活動に基づく在留資格 2,819 51.17
技能実習 604 10.96
家族滞在 745 13.52
留学 105 1.91
技術・人文知識・国際業務 643 11.67
特定活動 232 4.21
技能 52 0.94
特定技能1号 260 4.72
特定技能2号 0 0.00
その他 178 3.23

※「技能実習」は「技能実習１号イ」「技能実習１号ロ」「技能実習２号イ」「技能実習２号ロ」「技能実習３号イ」「技能実習３号ロ」の合算数

※「技術・人文知識・国際業務」は「技術」「人文知識・国際業務」「技術・人文知識・国際業務」の合算数

市（町）全体 外国籍住民
住民数（人） 構成比（％） 住民数（人） 構成比（％）

年少人口（14歳以下） 18,031 12.65 818 14.85
生産年齢人口（15～64歳） 85,742 60.15 4,500 81.68

15～39歳 37,047 25.99 2,906 52.75
40～64歳 48,695 34.16 1,594 28.93

高齢者人口（65歳以上） 38,779 27.20 191 3.47
65～74歳 18,867 13.24 144 2.61
75歳以上 19,912 13.97 47 0.85

142,552 100.00 5,509 100.00総数

順位 国籍・地域名 外国籍住民数（人） 構成比（％）

1 中国 1,627 29.53

2 ベトナム 1,286 23.34

3 フィリピン 663 12.03

4 韓国 402 7.30

5 バングラデシュ 239 4.34

6 インドネシア 125 2.27

7 ネパール 123 2.23

8 パキスタン 102 1.85

9 タイ 93 1.69

10 ミャンマー 80 1.45

その他 769 13.96

外国籍住民総数 5,509 100.00
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⑵ 取組 

① オンラインでの日本語ボランティア説明会の開催

コロナ禍以前は、毎年日本語ボランティア養成講座を開催していたが、令

和３年度から日本語ボランティア説明会に変更し、オンラインで開催した。

休日の日中に行ったところ、オンラインということもあり、教職経験者や、

英語が話せる主婦の方など、約４０人が参加した。

その結果、一部の説明会参加者が日本語教室のサポートをする他に、新し

く教室に携わる方が増えてきており、想定していなかった効果が出ているの

で、引き続き実施していきたいと考えている。

② ＭＩＳＡＴＯ ＶＩＥＷの発行

市の行政情報誌で、外国人に関連する記事を英語に翻訳し、定期的に発行

している。

ＭＩＳＡＴＯ ＶＩＥＷ
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吉川市

 ⑴ 外国籍住民数（令和４年１１月１日現在） 

① 国籍・地域別の状況

② 在留資格別の状況

③ 年齢別の状況

外国籍住民数（人）構成比（％）
総数 1,854 100.00

身分又は地位に基づく在留資格等 1,106 59.65
永住者 756 40.78
日本人の配偶者等 92 4.96
永住者の配偶者等 63 3.40
定住者 134 7.23
特別永住者 61 3.29

活動に基づく在留資格 748 40.35
技能実習 165 8.90
家族滞在 156 8.41
留学 31 1.67
技術・人文知識・国際業務 157 8.47
特定活動 38 2.05
技能 8 0.43
特定技能1号 49 2.64
特定技能2号 0 0.00
その他 144 7.77

※「技能実習」は「技能実習１号イ」「技能実習１号ロ」「技能実習２号イ」「技能実習２号ロ」「技能実習３号イ」「技能実習３号ロ」の合算数

※「技術・人文知識・国際業務」は「技術」「人文知識・国際業務」「技術・人文知識・国際業務」の合算数

市（町）全体 外国籍住民
住民数（人） 構成比（％） 住民数（人） 構成比（％）

年少人口（14歳以下） 9,991 13.68 290 15.64
生産年齢人口（15～64歳） 45,401 62.15 1,503 81.07

15～39歳 20,031 27.42 908 48.98
40～64歳 25,370 34.73 595 32.09

高齢者人口（65歳以上） 17,653 24.17 61 3.29
65～74歳 8,750 11.98 40 2.16
75歳以上 8,903 12.19 21 1.13

73,045 100.00 1,854 100.00総数

順位 国籍・地域名 外国籍住民数（人） 構成比（％）

1 ベトナム 641 34.57

2 中国 486 26.21

3 フィリピン 188 10.14

4 韓国 155 8.36

5 ネパール 67 3.61

6 インドネシア 47 2.54

7 ミャンマー 36 1.94

8 台湾 29 1.56

9 タイ 27 1.46

10 ガーナ 23 1.24

その他 155 8.36

外国籍住民総数 1,854 100.00
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⑵ 取組 

 ① 翻訳・通訳ボランティアの登録

当市では、登録された翻訳・通訳ボランティアにより、困っている外国人の

翻訳や通訳を行っている（令和４年１１月現在７６人、２３言語登録）。

令和４年度はロシア軍のウクライナ侵攻による避難民の対応が見込まれる

ため、ウクライナ語・ロシア語の翻訳・通訳ボランティアを募集した（令和４

年１１月現在３人登録）。

   ② 日本語教室の開催

     当市では、吉川市国際友好協会との共催で、毎月日本語教室を開催してい

る。

実施日は毎週火曜日に、昼の部（１０時～１２時）、第２・第４火曜日に夜

の部（１９時～２１時）、第２・第４土曜日に１４時～１６時の３回開催して

いる（令和４年１２月までは、月に２回の開催）。

当市の日本語教室は２か所で、開催スケジュールや場所などを記載した案

内を作成し、周知を行っているが、外国籍住民数に対し、参加者２～３人と少

ないことが課題である。

日本語教室の案内

１か所目の日本語教室

（おあしす）

２か所目の日本語教室

（吉川美南）
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松伏町

 ⑴ 外国籍住民数（令和４年１１月１日現在） 

① 国籍・地域別の状況

② 在留資格別の状況

③ 年齢別の状況

外国籍住民数（人）構成比（％）
総数 453 100.00

身分又は地位に基づく在留資格等 258 56.95
永住者 167 36.87
日本人の配偶者等 24 5.30
永住者の配偶者等 20 4.42
定住者 32 7.06
特別永住者 15 3.31

活動に基づく在留資格 195 43.05
技能実習 65 14.35
家族滞在 21 4.64
留学 5 1.10
技術・人文知識・国際業務 41 9.05
特定活動 18 3.97
技能 7 1.55
特定技能1号 25 5.52
特定技能2号 0 0.00
その他 13 2.87

※「技能実習」は「技能実習１号イ」「技能実習１号ロ」「技能実習２号イ」「技能実習２号ロ」「技能実習３号イ」「技能実習３号ロ」の合算数

※「技術・人文知識・国際業務」は「技術」「人文知識・国際業務」「技術・人文知識・国際業務」の合算数

市（町）全体 外国籍住民
住民数（人） 構成比（％） 住民数（人） 構成比（％）

年少人口（14歳以下） 2,857 10.05 47 10.38
生産年齢人口（15～64歳） 17,072 60.04 380 83.89

15～39歳 6,720 23.63 224 49.45
40～64歳 10,352 36.41 156 34.44

高齢者人口（65歳以上） 8,504 29.91 26 5.74
65～74歳 4,190 14.74 19 4.19
75歳以上 4,314 15.17 7 1.55

28,433 100.00 453 100.00総数

順位 国籍・地域名 外国籍住民数（人） 構成比（％）

1 ベトナム 116 25.61

2 中国 98 21.63

3 フィリピン 63 13.91

4 韓国 29 6.40

パキスタン 29 6.40

6 バングラデシュ 17 3.75

タイ 17 3.75

8 台湾 13 2.87

9 ミャンマー 11 2.43

インドネシア 11 2.43

その他 49 10.82

外国籍住民総数 453 100.00
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⑵ 取組 

   ① まつぶし日本語ひろばの開催

     当町では毎月２～４回程度、土曜日午前中に日本語教室を開催している。

講師は、当町の日本語ボランティアの方で、大学の授業の一環で外国語教育

や日本語教育を学んでいる学生も含まれる。

     学習者は６～７人と少ないため、たくさんの方に参加してもらえるよう、

周知方法を工夫する必要があると考えている。

まつぶし日本語ひろばの案内
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Ⅲ ５市１町に共通する課題の解決策について

 １ 考察の経緯

   令和３年度の調査研究では、多文化共生に係る各市町の現状や、それに対する

課題等を持ちより、各市町が多文化共生において課題として認識するテーマにつ

いての考察（※）を行った。その結果、「人材の確保・活用・育成」、「外国籍住民

のニーズの把握」という５市１町共通の課題があることが挙げられた。

   これらの課題に対応するためには、今後の外国籍住民の増加に合わせた高度な

知識、様々な言語能力を有する人材が求められ、また、外国籍住民のニーズを効率

よく収集するための接点をより多く確保していかなければならない。

   そこで、総合的活動拠点の共同設置など、５市１町相互間の連携、協力によって

広域的に取り組むことにより、様々な外国籍住民への支援に携わる者同士の交流

やネットワークが構築され、ひいては人材の育成につながり、また、相談支援の情

報を共有することで、効率的に外国籍住民のニーズを収集することができるとし

た。

  ※【参考】多文化共生において課題として認識するテーマについての考察

各市町個別の課題 

情報の多言語化 

外国籍住民相談体制 

日本語教育支援 

５市１町に共通する課題 

人材の確保・活用・育成 

外国籍住民のニーズの把握 

２ 課題解決に向けた具体的な取組

   令和４年度の調査研究専門部会では、令和３年度の調査研究結果を受けて、５

市１町共通の課題の解決に向けた具体的な取組を検討した結果、次のような取組

例が有効であるとの結論に至った。

 考察
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取組１ ＮＰＯ法人による講話 

１ 実施内容 

草加市国際相談コーナーを運営しているＮＰＯ法人「Living in Japan」によ

る講話

講話のテーマ

⑴ 外国籍住民の相談状況について

    ① よくある問合せ

② 外国籍住民のニーズ

③ 教育に関する相談事例

⑵ なぜ、話が通じないのか

    ① 言葉の壁

 ② 文化の壁

    ③ 行政特有の壁（制度の理解等）

⑶ 行政職員に求められる対応

２ 実施理由 

    外国人対応において、第一線で活動しているＮＰＯ法人職員による講話を聴

くことで、各市町の多文化共生の推進に寄与するため

３ 対象 

５市１町の多文化共生に携わる職員

４ コスト 

    講師謝礼

５ 効果・成果 

共通課題である「外国籍住民のニーズの把握」についてのアドバイスを得ら

れる。
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取組２ ５市１町共同による国際交流イベントの開催 

１ 実施内容 

外国人と日本人が交流できるイベントを開催する

⑴ 日本文化と外国文化の紹介

 ① 工芸品等作成体験

    ② 「食」についての紹介（出店等）

⑵ 外国籍住民の相談コーナーの設置

⑶ 各市町の日本語教室の紹介（外国人向け）

⑷ 各市町のボランティア等募集情報案内（日本人向け）

⑸ その他

    ① ５市１町のＰＲ

    ② 外国籍住民向けアンケートの実施

２ 実施理由 

⑴ 外国籍住民に、５市１町の多文化共生の取組を周知するため

⑵ ボランティア等の高齢化により、担い手不足が懸念されるため

⑶ 外国籍住民のコミュニティの発展に寄与するため

３ 対象 

５市１町在住・在勤・在学の方（国籍は問わない）

４ 実施時期（期間） 

    １日間

５ コスト 

    チラシ等作成費用

６ 効果・成果 

   ⑴ イベント内で相談コーナーの設置等を行うことにより、５市１町間で外国

籍住民のニーズが共有できる。

⑵ ボランティア志望者が、居住市町以外の情報を得られるため、人材の確保

が期待できる。
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取組３ ５市１町による、広域での情報発信 

１ 実施内容 

広域で情報を提供するため、情報誌等の発行やＳＮＳ等での発信を行う。

５市１町に関する以下の情報について掲載する。

⑴ 多文化共生に関する取組

⑵ ボランティア等募集情報案内

⑶ イベント

⑷ 日本語教室

⑸ その他

２ 実施理由 

５市１町の多文化共生の取組を周知し、住民参画の機会を提供するため

３ 対象 

５市１町在住・在勤・在学の方（国籍は問わない）

４ 実施時期（期間） 

    年間、２～４回程度

５ 場所 

 ⑴ 公共施設等（成果物を設置）

   ⑵ 各市町ＳＮＳ（情報を掲載）

６ コスト 

    情報誌等作成費用

７ 効果・成果 

   ⑴ 受け手側は、手軽に５市１町の取組についての情報を得られる。

⑵ ５市１町のボランティア情報を案内することで、居住市町以外の情報を得

られるため、人材の確保につながる。
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Ⅳ おわりに

在住外国籍住民数は、国の外国人支援体制の整備により、今後増加することが予

想されており、５市１町においても、同様の傾向が見られる。

このような中、多文化共生社会の実現に向けて、外国人支援施策を推進していく

必要があるが、各市町とも、様々な課題を抱えており、対応に苦慮している状況で

ある。

当調整会議では、２年間にわたって外国人支援施策に関する調査研究を行い、５

市１町広域で多文化共生を推進していくことの有効性についての共通見解を得た。 

一口に外国人といっても、使用言語は様々であり、文化や生活様式も異なってい

る。このような多文化共生社会に適応したまちづくりを進めていくために、今後と

も５市１町で連携を図り、情報を共有し、より多くの事例を積み上げていくことが

重要と考える。 
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